
資料１

２０１１国際森林年の実施状況国際森林年 実施状況

平成23年8月3日 国際森林年国内委員会資料



（実績）第２回国際森林年国内委員会
～① 復旧・復興に向けた主な意見～～① 復旧・復興に向けた主な意見～

国産材で合板を製造することで、地元還元ができ復興に
寄与できる。

三陸の海岸沿いに企業支援で緑の回廊をつくれないか。

避難者の生活を改善するため、木造の仮設住宅の整備
に取り組むべき。

復興のグランドビジョンをつくり、その中で森はどうあるべ
きか考えるべき。

都市部と地方部が非常時に備えて、お互いに資材（例え
ば、仮設住宅用木材など）を備蓄しておくべき。

林野庁が被災者を取り込む雇用の場をつくるべき。また、
各都道府県に仮設住宅キットを備蓄しておくべき。
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～② 国民に向けたメッセージ/宣言～～② 国民に向けたメッセージ/宣言～

国際森林年終了以降も継続的な国民行動を促すため次のよ
うな位置づけのメ セ ジや宣言を発出する とを了承うな位置づけのメッセージや宣言を発出することを了承。

1 国際森林年の意味することを今一度多くの国民に伝え 国1. 国際森林年の意味することを今 度多くの国民に伝え、国
民がそれらの重要性を知り、理解し、認識を深める機会と
する。

2. 国際森林年を終えた来年以降も継続的かつ積極的に国民
が一丸となって豊かな森林を守り育てていくよう意識の向上
を図り 具体的な行動を促すを図り、具体的な行動を促す。

3. 東日本大震災復興を通し、森林や木との新たな付き合い方
を模索し具現化することの意義を伝えるを模索し具現化することの意義を伝える。

4.各企業・団体・個人が共通の認識下のもと、行動をするため
の指針になるようにする。
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（実施中）「いのちの森づくりリレー植樹」（実施中）「いのちの森づくりリレー植樹」

国際森林年にちなみ、宮
脇昭名誉教授の指導によ
るリレー植樹の計画。

台風による風倒被害跡地
への植樹など防災に力点
を置 た植樹を含むを置いた植樹を含む。

東京都豊島区（５月２２日
） 白神山地（ 月 ）

（３月３０日付け

）、白神山地（７月２日）、
愛知県豊橋市（７月１０日
）など全国で１２か所

毎日新聞）

）など全国で１２か所。
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（実績）「森と芸術」展示会（実績）「森と芸術」展示会

４月１６日～７月３日、東
京都庭園美術館におい
て「森と芸術」の企画展
示が開催。

「私たちの中にひそむ私たち 中 ひそむ
森の記憶をたどってみ
よう」がテーマ。う」 テ 。
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（実績）日本中央競馬会との連携（実績）日本中央競馬会との連携

４月２３日（土）、東京月 （ ）、東京
競馬場（府中市）に
おいて 国際森林年おいて、国際森林年
記念レースとして「新
緑賞」を開催緑賞」を開催。

優勝は３番人気の
ショウナンバーズ号
（牡３歳美浦・国枝厩（牡３歳美浦 国枝厩
舎 北村宏司騎手騎
乗）乗）。
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（実施中）国内委員会事務局による特別協力（実施中）国内委員会事務局による特別協力

４月より委託事業「国際森 ４月２３日～２４日のアースデー東京

（ＣＷニコル アフ ンの森のブ ス）林年推進事業」により国
際森林年国内委員会事
務局を立ち上げ

（ＣＷニコル・アファンの森のブース）

務局を立ち上げ。

全国の様々なイベントに
対し のぼり等の広報対して、のぼり等の広報
媒体の供与をはじめ、ホ

ムペ ジによるＰＲの ４月２４日の「林試の森フェスタ」ームページによるＰＲの
協力などを行い、国際森
林年への認知を向上

４月２４日の 林試の森フェスタ」

林年への認知を向上。
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（実績）政府広報ラジオ番組（実績）政府広報ラジオ番組

政府広報ラジオ番組政府広報ラ 番組
「中山秀征のジャパ
リズム」で「自然の宝リズム」で「自然の宝
庫、森を歩こう！」を
タイトルに放送タイトルに放送。

（４月３０日、５月１日）

田名部大臣政務官
が自身の体験も交えが自身の体験も交え
ながら解説。
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（実績）国際森林年記念切手（実績）国際森林年記念切手

５月２０日、国土緑化・ 英国

国際森林年記念切手が
発売。

国連ＵＮＦＦの呼びかけ
に応じ、世界的な記念 フィンランド応じ、世界的な記念
切手発行の動きとも連
携。

フィンランド

携。

全国植樹祭開催地の和
歌山県の代表的な樹木

フランス

歌山県の代表的な樹木
とセットのデザイン。

9



（実施中）全国植樹祭・全国育樹祭（実施中）全国植樹祭・全国育樹祭

５月２２日に和歌山県で
第６２回全国植樹祭を
開催。

１１月２０日に奈良県で
第３５回全国育樹祭を第 回 国育樹祭を
開催。

国際森林年子ども大使国際森林年子ども大使
「葉っぱのフレディ」の参
加など、国際森林年関加など、国際森林年関
連展示や国際交流活動
を計画中。 全国植樹祭 全国育樹祭を計画中。
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全国植樹祭
（和歌山）

全国育樹祭
（奈良）



（実績）震災復興支援シンポジウム（実績）震災復興支援シンポジウム

５月２２日、国連大学にお
いて「森は海の恋人」の
畠山重篤氏を基調講演に
迎え 震災復興支援シン迎え、震災復興支援シン
ポジウムを開催。

森里海の連環 森づくり森里海の連環、森づくり
の循環や生物多様性の
観点から震災復興と地域観点から震災復興と地域
の再生を討論。

当日は皇太子殿下も行啓当日は皇太子殿下も行啓
し、シンポジウムを聴講。
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（実績）海岸林を考える（実績）海岸林を考える

東日本大震災で失われた海
岸林 役割と 生岸林の役割と再生について
各層の関心が高まっていると
ころころ。

６月２２日、木材会館（新木場
）で日本海岸林学会がシンポ）で日本海岸林学会がシンポ
ジウムを開催。

７月４日、美しい森林づくり全７月４日、美しい森林 くり全
国推進会議にて、海岸林復
興をテーマに講演。

震災後４ヶ月の７月１１日に
は公益財団法人オイスカが
国際シンポジウムを開催国際シンポジウムを開催。
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（実績）グリーンウェイブ×地球教室（実績）グリーンウェイブ×地球教室

５月２９日、横浜市「こども
の国」において公益財団
法人森林文化協会等によ
るグリ ンウ イブ行事をるグリーンウェイブ行事を
開催。

朝日新聞と連動し朝日新聞と連動し、
①USTREAM配信、
②地球環境デ の紙面②地球環境デーの紙面、
③教材「地球環境教室」、
④フリーペーパー「with④フリ ペ パ 「with 
Kidzania」等を通じて普
及啓発。及啓発。

13



（実績）小学生作文コンクール
（森の町内会＋キッザニア東京）（森の町内会＋キッザニア東京）

小学生に、日本の森を元
気にするためにはどうし
たらいいかを考えてもらう、
作文 ンク ルを実施作文コンクールを実施。

６月２日（木）にキッザニア
東京 表彰式を開催東京で表彰式を開催。
最優秀賞者には林野庁
長官から木の賞状を授与長官から木の賞状を授与。

入賞者は、高尾森林セン
タ での林業体験に招待ターでの林業体験に招待。
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（実施中）エコ・ファースト推進協議会
による「エコとわざコンクール」による「エコとわざコンクール」

６月～８月、森に関わる
ことわざを小中学生か
ら募集し、審査・表彰。

環境トップランナー企業
の集まりである「エコ・集まり ある
ファースト推進協議会」
の取組。取組。

表彰式は国際森林年記
念事業との連動も検討。念事業との連動も検討。
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（実施中）いきものにぎわい企業活動
コンテストコンテスト

国内外での生物多様性
の保全、持続的な利用に
ついて、企業、組合等の
活動を募集 顕彰する ン活動を募集・顕彰するコン
テスト（応募締め切り：７月
２０日）２０日）。

本年は国際森林年特別
部門を設け 森林の再生部門を設け、森林の再生
・活用等、森づくりに関す
る特色ある活動を顕彰する特色ある活動を顕彰す
る。
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（実績）森林総研の公開講演会
「日本の森を活かそう！」「日本の森を活かそう！」

６月１２日、東京大学安
田講堂における森林総
研の公開講演会には約
６００名が参加。

記念講演は佐々木毅氏記念講演は佐 木毅氏
の「日本政治と森林」。

国際森林年のサブテー国際森林年のサブテ
マに沿って、最近の動
向と最新の研究成果を向と最新の研究成果を
紹介。
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（実績）MOTTAINAI GREEN 2011（実績）MOTTAINAI GREEN 2011
６月１９日、イオンレイクタ
ウンにて、ケニアの植林
活動支援や、国内の森や
木の再生 有効活用まで木の再生、有効活用まで
MOTTAINAIキャンペーン
の活動を国際森林年に併の活動を国際森林年に併
せて紹介。

６月２９日 毎日ホ ルに６月２９日、毎日ホールに
て、ワンガリ・マータイさん
のドキュメンタリー映画ののドキュメンタリ 映画の
国内初上映会を開催。
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（実績）雑誌連携：
ナショナルジオグラフィック日本版ナショナルジオグラフィック日本版

６月３０日、ナショナルジ
オグラフィック日本版の別
冊として、森林特集が定
期購読者向け７万５千部期購読者向け７万５千部
に同封。

特集の中 は森林 林業特集の中では森林・林業
再生プランが紹介される
ほか 農林水産省からもほか、農林水産省からも
国有林野事業に係る広告
を出稿を出稿。

森林特集は別途、５千部
をイベントなどで配付をイベントなどで配付。
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（実施中）木のうちわ大作戦（実施中）木のうちわ大作戦

東日本大震災の被災地支援
と夏の節電対策のため、被
災県の間伐材で作られた木

びのうちわの使用を呼びかけ。

被災地以外で生産される木被災地以外で生産される木
のうちわには義援金を付加。

農林水産省職員用のうちわ農林水産省職員用のうちわ
にはロゴマークを入れ、国際
森林年の認知向上に寄与森林年の認知向上に寄与。
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（開催中）「木を植えた男」
フレデリック・バック展フレデリック・バック展

７月２日（土）～１０月２
日（日）、東京都現代美
術館において、フレデ
リック・バックの企画展
示が開催。

「木を植えた男」を含め、
アカデミー賞を２度受賞ア デ 賞を 度受賞
したアニメーション作家
であり、展示はスタジあり、展 タジ
オ・ジブリが企画協力。
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（実績）第５回美しい森林づくり
全国推進会議全国推進会議

７月４日（月）に経団連ホー
ル（東京都千代田区）で開
催。田名部大臣政務官が
来賓挨拶。

国際森林年記念シンポジ国際森林年記念シンポジ
ウムを併催。「東日本大震
災被災地の復興」や「グリ災被災地の復興」や グリ
ーン・エコノミー」などをテ
ーマに、講演や事例発表、マに、講演や事例発表、
パネルディスカッションを実
施。
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（実績）森を守ろうチャリティコンサート（実績）森を守ろうチャリティコンサート

国際森林年を記念する
「森を守ろうチャリティコ
ンサート」を開催。

収益は国土緑化推進機
構への寄付。構 寄付。

日時：７月１２日（火）夕刻

演奏：読売日本交響楽団演奏：読売日本交響楽団、
宮本笑里（バイオリン）

場所 浜離宮朝日ホ ル場所：浜離宮朝日ホール

指揮：円光寺雅彦
バイオリン 宮本笑里
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（実施中）
市民と森林をつなぐ国際森林年の集い市民と森林をつなぐ国際森林年の集い

夏頃、地方団体と連携し
たシンポジウムを全国７
箇所で展開（例：７月１７
日 岡山県真庭市）日、岡山県真庭市）。

映画「森聞き」でも紹介さ
れた「森の名人 の知恵れた「森の名人」の知恵
や技術を次世代に伝承。

東北地方 は震災復興東北地方では震災復興
の要素を加えて実施。

「 際森林年推進事業「国際森林年推進事業」
の取組の一つ。
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「国際森林年の集い」開催一覧「国際森林年の集い」開催一覧

日程 開催地 国内委員の参加

７月１７日（日） 岡山県真庭市 ニコル委員

７月２３日（土） 宮崎県宮崎市 坂本委員

７月２３日（土） 滋賀県長浜市 －

８月１７日（水） 大阪府大阪市 －

８月２７日（土） 京都府京都市 －

９月４日（日） 北海道紋別市 天野委員

１０月８日（土） 岩手県盛岡市 飯塚委員、多田委員

１０月中下旬 大阪万博記念公園 検討中

１０月下旬 福島県福島市 検討中

１０月下旬 石川県かほく市 検討中
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（実績）国際森林年記念会議
「生物多様性・観光と森林」「生物多様性・観光と森林」

７月２１日（木）、名古屋市
において中日新聞社と共
催するシンポジウムを開
催催。

「国際生物多様性の１０
年 の開始及び小笠原諸年」の開始及び小笠原諸
島の世界自然遺産登録
の普及啓発を目指すの普及啓発を目指す。

「国際森林年推進事業」
による国際森林年記念会による国際森林年記念会
議の第一弾。
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（予定）緑の少年団活動（予定）緑の少年団活動

全国の３８２９団の緑の
少年団により国際森林
年を記念した森づくり活
動や森林環境教育及び
交流会を実施。

８月３日～５日、国際森
林年子ども大使「葉っぱ林年子 も大使 葉
のフレディ」も参加し、岐
阜県で「グリーンジャン阜県 グリ ジャ
ボリー」を開催。
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（予定）「学校林・遊々の森」
全国子どもサミットin信州全国子どもサミットin信州

「学校林」「遊々の森」で
の学習・体験活動を広げ
ていくため、8月4日～5日
に長野県松本市で開催に長野県松本市で開催。

子どもたちの森林での活
動の発表 先生方による動の発表 、先生方による
意見交換会などを行い、
その内容を全国の小学校その内容を全国の小学校
に情報発信。

国際森林年を記念して国際森林年を記念して、
海外での植樹活動のパネ
ル展示なども実施予定ル展示なども実施予定。
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（予定）第１０回聞き書き甲子園（予定）第１０回聞き書き甲子園

８月１１日、「聞き書き甲
子園」研修会の開講式を
フレデリック・バック展に
合わせ東京都現代美術合わせ東京都現代美術
館で開催することを計画
中中。

映画 「森聞き」を上映す
るとともに いとうせいこるとともに、いとうせいこ
う氏のラジオ番組「GREEN 
FESTA」の公開録音を実FESTA」の公開録音を実
施。
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（予定）二科展でのポスター展示（予定）二科展でのポスター展示

「二科展」デザイン部ポ
スター部門で、国際森
林年をテーマとした公募
展を実施。

８月３１日～９月１２日月 月
の六本木・国立新美術
館を皮切りに、全国の館を皮切り 、 国
巡回展で展示。

受賞したポスターは、受賞したポスタ は、
その他の国際森林年イ
ベントでの活用も検討。ベントでの活用も検討。
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（予定）トーハンの読書キャンペーン（予定）トーハンの読書キャンペーン

読書の秋を目途に、
出版流通大手による書
店と図書館のネットワー
クを活用して森林に係
る読書キャンペーンを
実施。

注目度の高い書籍のオ注目度 高 書籍 オ
ビを使い、国際森林年
や森と紙の関係につい森 紙 関係
て普及啓発を行う。
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観光庁と連携した記念行事観光庁と連携した記念行事

第７回日本観光交流・伊勢
会議（ 月 ）会議（６月１１日）

駐日大使との日光・鬼怒川
ツア （６月２５日 ２６日）ツアー（６月２５日～２６日）

第１回ロングトレイルフォー
ラム（７月８日 長野県小諸ラム（７月８日、長野県小諸
市）

フジロックの森プロジェクト
写真は青森県の奥入瀬渓
流：東北森林管理局管内。

フジロックの森プロジェクト
記者発表（７月１１日）

日光杉並木ﾏﾗｿﾝ(８月７日）
我が国における国際森林年
のテーマは「森を歩く」。

日光杉並木ﾏﾗｿﾝ(８月７日）

国際森林年記念シンポジウ
ム（９月１１日、北海道札幌（ 月 、 海道札幌
市）
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